TCP/IPの組み込みと設定　　　For　Windows

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年9月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土木工学科　飛田研究室　佐藤 貴之

まず、情報処理センターにネットワーク利用許可を申請し、ＩＰアドレスを取得しておいてください。また、ネットワークケーブルは設定が終わるまで、接続しないでおいてください。これは無用な信号が学内ネットワークに発信されることを防ぐためです。

ここで、ネットワークの設定で守らなければならないことを、あらかじめ注意しておきましょう。それは次の2つです。

⇒　「NetBEUI」及び「IPX/SPX　互換プロトコル」は使用しないこと

⇒　Microsoftネットワーク上でのコンピュータ名に気をつけること

この2つさえ守れば、安全にネットワークの設定を進めることができます。すべて解説通り設定し、｢これで最後｣と思う前に、この2つの点を再度チェックしてください。

まずはじめに、「スタートボタン→設定」でコントロールパネルを開いてください。すると下図のようにネットワークのアイコンが見つかります。そこでこのアイコンをダブルクリックしてください。すると｢ネットワークの設定｣画面が出ます。

では、TCP/IPを組み込むことにしましょう。
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　｢現在のネットワーク構成｣のリストの中に、

「Microsoftネットワーククライアント」

　「NetWareネットワーククライアント」

「IPX/SPX互換プロトコル･…」

「NetBEUI･…」
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という行があればすべて削除してください。また、この中に、「TCP/IP」という行がない場合は｢追加｣ボタンをクリックし、｢ネットワーク構成ファイルの追加｣の中の「プロトコル」を選択し、｢追加｣ボタンを押してください。次に｢ネットワークプロトコルの選択｣の｢製造元:｣の中から[Microsoft]を選択し、｢ネットワークプロトコル:｣の中から「TCP/IP」を選択して、「OK」ボタンをクリックしてください。これにより｢現在のネットワーク構成｣の欄に「TCP/IP」が追加されるはずです。

次に、最も重要なTCP/IPの詳細設定に移ります。「現在のネットワーク構成」の中の「TCP/IP」、あるいは「TCP/IP>[お使いのネットワークアダプタ名]」をクリック反転させて、｢プロパティ｣をクリックしてください。その中で、「IPアドレスを指定」のチェックボックスをクリックして、必ず正式に利用申請をして割り当てられたIPアドレス（学院大ならば）157.118.137.×××　と「IPアドレス:」のところに入力します。｢サブネットマスク:｣は東北学院総合ネットワークに接続する場合、255.255.255.0を入力してください。Winsの設定は「winsを解決しない」としておきます。
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　続いて、ゲートウェイを設定します。東北学院総合ネットワークを利用する場合のゲートウェイは既に決まっていて、そのIPアドレスは157.118.137.1です。｢ゲートウェイ｣のタグをクリックした後の画面の｢新しいゲートウェイ：｣のところに157.118.137.1を入力し、｢追加｣ボタンをクリックします。このとき、「インストールされているゲートウェイ」に157.118.137.1が表示されていることを確認してください。
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　さて、次に「DNS設定」のタグをクリックしてください。ここで、“DNSを使う”のチェックボックスを選んだ後、申請書に書いたホスト名と所属する部局のドメイン名を入力します。例えば、飛田研究室でホスト名としてtobita1を申請した場合は、｢ホスト：｣にはtobita1、「ドメイン：」には土木工学科のドメイン名であるcivil.tohoku-gakuin.ac.jpを入力します。さらにDNSサーバーの探索順を設定します。DNSサーバーのIPアドレスは157.118.3.12、157.118.3.13の順番で設定してください。その他の項目（NetBIOS、詳細設定、バインドなど）には変更を加える必要はありません。

ここまで設定したら、再度、これまでの設定を確認してください。確認のポイントは、

　⇒　「NetBEUI」及び「IPX/SPX互換プロトコル」は使用しないこと

です。確認が終わったら、「OK」をクリックします。ここで、WindowsのセットアップCD-ROM（またはフロッピー）が必要になることがあるので、そのときは指示にしたがってください。その後、Windowsを再起動することになります。正常に起動することを確認したら、一度電源を落として、ネットワークケーブルをマシンに接続し、電源を入れてください。後は必要なアプリケーションをインストールすれば、電子メールやネットサーフィンをすることができるようになるはずです。

　最後に、東北学院総合ネットワークから電子メールやネットサーフィンをする場合はセキュリティーのためにProxyの設定もしなければいけません。ネットスケープやインターネットエクスプローラ、その他の電子メールソフトではProxyの設定をしなければ、正常に動きません。そのためそのソフトにあった設定を行ってください。東北学院総合ネットワーク利用許可書に書いてある通り、Proxy Serverのアドレスはproxy.tjcc.tohoku-gakuin.ac.jpです。またport番号は8080です。

インターネットエクスプローラ（ＩＥ）の場合

　メニューバーから「ツール」→「インターネットオプション」→「接続」→「ＬＡＮの設定」と進み、図の様に設定する。
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ネットスケープの場合

　メニューバーから「編集」→「設定」→「カテゴリの詳細」→「プロキシ」と進み、図の様に設定する
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